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鈴木紹夫 

失敗事例のタイトル 

PTFE ライニング鋼管の膨れ 

一次原因（材料要素） 

浸透、膨れ 

機種 

配管 

部品 

直管部 

材料 

PTFE ルーズライニング

鋼管 

概略の寸法 

 

損傷発生時の状況 

無水フッ酸を送る配管(PTFE ルーズライニング鋼管)に膨れが生じて大きく剥離し、ほとんど配管を閉塞する状態となっ

た。 

調査内容とその結果 

(1)膨れ部を切断、観察した結果、ライニングの裏側に多量のスケールが認められ、X 線回折により分析した結果、フッ

化鉄(FeF2、FeF3)と同定された。(2)本配管系を模したライニングテスト装置によるラボテストの結果、ライニング裏側に

HF が拡散、透過し、鋼と反応して H2 が生成、圧力が上昇することが確かめられた。 

損傷発生のシナリオ 

無水フッ酸が拡散によりライニングの裏側に浸透し、缶体の鋼と反応して H2 ガスが発生、ライニング裏側の圧力を上昇

させて膨れ、剥離を生じた。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策） 

鋼管に適当な間隔で通気孔を明け、発生した水素ガスを抜き取る。 

教訓 

ふっ素樹脂は耐化学薬品性が優れているので耐食材料として万能視されがちであるが、ガス透過性が大きいので、こ

れによる適用の限界を適切に把握することが大切である。 

備考 

 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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